
主催 滋賀県社会福祉学会
（事務局　滋賀の縁創造実践センター　社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会）

第38回
滋賀県社会福祉学会
開催案内
●開催日
●会 場
●定 員

令和2年（2020年）2月21日（金）
滋賀県立長寿社会福祉センター
400名

地域共生社会に向けて
福祉従事者の役割を問う
～滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例

制定から約１年を経て～
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1 参加対象
　　  ＊社会福祉従事者　＊医療・保健関係者　＊教育関係者　＊SDGs に関心のある企業・団体関係者
　　  ＊ボランティア　＊地域福祉活動実践者　＊学生　＊福祉に関心のある人

2 参加費　※当日、受付でお支払いください
　　  ・一般参加・発表参加者　　　　１，２００円
　　  ・大学・短大・専門学校等学生　　無　　料
　　  ・高校生以下　　　　　　　　　　無　　料

3 参加方法
　　  �「一般参加申込書」に必要事項を記入のうえ、お申込みください。
　　  �募集案内は、県社協のホームページからもダウンロードできます。（http://www.shigashakyo.jp/）

4 参加申込締切　 令和 2年 2月 14日（金）
　　  ※�但し、定員（４００名）に満たない場合は、締切日を越えても受け付けますので、お問い合わせく

ださい。

5 日程
　９：００〜　９：３０　　受付
　９：３０〜　９：４０　　開会式
　９：５０〜１２：３０　　自由研究発表（分科会）
１２：３０〜１３：２０　　昼食・休憩
１３：２０〜１５：３５　　学会シンポジウム
１５：３５〜１６：００　　閉会式（奨励賞発表）

6 手話通訳等
	 ・学会シンポジウムには、手話通訳者、要約筆記者を依頼します。
	 ・�自由研究発表の時間帯に、手話通訳、要約筆記者等をご希望の場合は、申込み時にその旨をご記入

ください。

第38回滋賀県社会福祉学会 開催のご案内
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自由研究発表は、社会福祉関係者が日頃から行っている活動や他に先駆けて実施している取り組みを発表
し、関係者みんなで検討しあう貴重な場です。
この場で発表・検討されたことがお互いの活動意欲と実践を高め、滋賀の社会福祉向上につながればと思
います。

１） 発表時間
　　口頭発表　　　１題につき、発表１５分　質疑応答７分（計２２分）

2） 自由研究発表（分科会）分野及び発表題数

分科会 分　　　野 発表数
分科会１  高齢者福祉① 6 題

分科会２  高齢者福祉② 6 題

分科会３  障害者福祉 6 題

分科会４  子ども・社会福祉一般 6 題

分科会５  地域福祉① 6 題

分科会６  地域福祉② 5 題

合　計 35題

3） 滋賀県社会福祉学会 奨励賞
　�　大会における自由研究発表（口頭発表）のなかから「滋賀県社会福祉学会奨励賞」を選び、研究を奨
励します。また、奨励賞に選ばれた発表は、研究誌『滋賀社会福祉研究第２3号』（令和３年２月発行予定）
に研究レポートを掲載し、広く公表します。

4） 個人情報の保護
　�　発表のなかには、実際の事例等を取り上げたものが多くあります。事例は発表者が自らの研究成果を
披露し、討議することで、参加者と共に研鑽を図ろうという意味で提供されるものです。発表者および
参加者は、法令等に基づき、個人情報を保護してください。

《一般参加の皆さんへ》
・�学会参加者は、この「プログラム」や当日配布する「学会要旨集」をご覧のうえ、各自が聞きたいと
思う発表に自由に参加することができます。
・分科会間の移動は自由です。ただし、発表中の移動はご遠慮ください。

自由研究発表の演題一覧は、5～6ページに掲載しています。

  自由研究発表（9：50 〜 12：30）
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  学会シンポジウム（13：20 〜 15：35）

地域共生社会に向けて福祉従事者の役割を問う
～滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例制定から約1年を経て～

平成 31年 3月22日に「滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例」が制定されてから、約１年が経とうとし
ています。条例の前文には、“ 障害の有無にかかわらず、一人ひとりに社会を変革する命の輝きがあることを信じて、
共感と連帯、そして協働による共生社会を実現することを決意する”とあります。そして、その定義では、日常生活や
社会生活において受ける制限は、障害のみに起因するものではなく、社会的障壁と相対することによって生ずるものと
する、「障害の社会モデル」の考え方が示されています。
つまりこの条例は、社会的に不利な立場にある人の可能性が尊重され、地域社会のつながりの中で暮らすことがで

きる、滋賀ならではの共生社会を県民が力を合わせて創っていこうというものと言えます。
条例が制定されて約１年、福祉サービスの担い手である全ての福祉従事者には、「自覚者が責任者」という先人の
言葉を胸に、条例の内容をしっかりと捉え、社会に発信し、先導していく力が求められています。シンポジウムでは、「滋
賀の福祉人」のロールモデルである実践者の方たちに、これまでの実践を通して得たこと、大事にしてきた価値、そして、
条例に盛り込まれた理念や施策を実効性のあるものとするための思いを語っていただき、地域共生社会に向けて、「滋
賀の福祉人」として、私たち福祉従事者がどのような役割を果たしていくのかについて共に考える機会とします。

角野  晃子 さん
社会福祉法人グロー　オープンスペースれがーと　総合施設長
デイサービスセンターらく　管理者

大学時代、障害者支援に興味を持ち、滋賀県甲賀郡（現：甲賀市・湖南市）で芽吹き始め
た「レスパイトサービス」の事業所で実習。障害者やその家族を中心に置き、自分たちで「考
え組み立て行動する」ことに魅了され、そのまま卒業と同時に就職。
平成 13 年、新法人設立に参画し利用者支援のブレーンとなる。
平成 17 年、老人デイサービス事業の新規立ち上げと同時に管理者となり、高齢者福祉に新
しい風を吹かせようと試行錯誤を始め、現在も奮闘中。

桐高  とよみ さん
特定非営利活動法人甲賀・湖南成年後見センターぱんじー　所長
滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例・地域アドボケーター

平成９年～	    社会福祉法人甲南会入職
平成 25 年 10 月～ NPO法人甲賀・湖南成年後見センターぱんじー所長
令和元年 10 月～  滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例・地域アドボケーター

尾崎  　史 さん
認定特定非営利活動法人あさがお　理事

高知県出身。東京、長野を経て 27 年前から滋賀県在住。社会福祉士。
現在滋賀県社会福祉士会副会長、龍谷大学社会学部非常勤講師など。
医療ソーシャルワーカー・介護支援専門員として医療機関で 18 年間勤め、2005 年 2 月か
ら認定特定非営利活動法人あさがお所長として勤務。2018 年 10 月退職し、現在は理事と
して関わっている。
同法人では、市民や専門職からの権利擁護に関する相談事業、普及啓発事業、法人後見事
業などを行い、「誰もが身近に相談できる場づくり」とともに「地域での権利擁護支援のし
くみづくり」を目指してきた。

シンポジスト　
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丸山  英明 さん
滋賀県健康医療福祉部　健康福祉政策課　課長

滋賀県職員採用後、甲賀福祉事務所（現：甲賀健康福祉事務所）、県立精神保健総合センター
（現：県立精神医療センター）、湖南市社会福祉課、県庁障害福祉課等で勤務。
平成 31 年４月から県庁健康福祉政策課長

コーディネーター　

北野　誠一 さん
特定非営利活動法人おおさか地域生活支援ネットワーク　理事長
西宮市社会福祉協議会　共生のまちづくり研究研修所　所長
滋賀県障害者施策推進協議会　会長

学歴　1983 年 3 月　　　　大阪市立大学大学院生活科学研究科社会福祉学後期博士課程
　　　　　　　　　　　　満期退学（社会学修士）
職歴　1986 年 4 月　　　　桃山学院大学社会学部助教授就任
　　　1990 年～ 1991 年　 サンフランシスコ州立大学社会福祉学科客員研究員
　　　1996 年～ 1997 年　 カナダダグラスカレッジ客員研究員
　　　2005 年 4 月　　　   東洋大学ライフデザイン学部教授就任
　　　2009 年 3 月　　　　東洋大学ライフデザイン学部教授退職

主要研究業績
　『自立生活の思想と展望』　［ミネルヴァ書房］     

定藤丈弘・岡本栄一・北野誠一編著      1993-10
　『講座　障害をもつ人の人権　３　福祉サービスと自立支援』　［有斐閣］    

　　　河野正輝・大熊由紀子・北野誠一編著      2000- 5　 
　『アメリカの発達障害者権利擁護法』　［明石書店］

　　　定藤丈弘・北野誠一監修      2002- 4　
　『精神保健福祉論』　［ミネルヴァ書房］

　　  大熊・北野・佐藤・竹端・山本編著　　2008- 4　
　『障害者総合福祉サービス法の展望』　［ミネルヴァ書房］

茨木・大熊・尾上・北野・竹端編著　　2009- 7　
　『障害者本人中心の相談支援とサービス等利用計画ハンドブック』 　［ミネルヴァ書房］
　　　　　　　　　　　　　　　　　朝比奈ミカ・北野誠一・玉木幸則編著　　2013- 7　
　『ケアからエンパワーメントへ　―人を支援することは意思決定を支援すること―』　       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ミネルヴァ書房］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北野誠一著　　2015- 5　

現在の社会活動　 西宮市権利擁護支援センター　運営委員長
　　　　　　　　 滋賀県障害者施策推進協議会　委員長
　　　　　　　　 寝屋川市障害者施策推進協議会　委員長
　　　　　　　　 西宮市障害福祉推進計画推進会議　委員長　　　　　
　　　　　　　　 泉大津市・伊賀市等地域自立支援協議会　委員長
　　　　　　　　 大阪市障害者差別解消支援地域協議会　委員長　　　
　　　　　　　　 明石市障害者差別解消支援地域協議会　委員長　　　等
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～
地

域
実

態
に

合
わ

せ
た

多
様

な
取

り
組

み
～

 

 

 
 特

定
非

営
利

活
動

法
人

地
域

 

で
創

る
土

曜
日

「夢
の

学
習

」

○
名

倉
 

勇
 

○
池

本
 

京
子

 

米
原

市
社

会
福

祉
協

議
会

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

 

寄
ろ

家
う

か
の

 

○
西

川
 

雄
也

 

○
杉

山
 

晃
平

 

 
介

護
老

人
保

健
施

設
 

草
津

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

 

○
橋

本
 

純
子

 

○
辰

巳
 

亜
有

美
 

能
機

の
ク

ー
ワ

ィ
テ

ニ
ュ

ミ
コ

よ
に

践
実

同
協

た
し

か
生

を
づ

ム
ラ

グ
ロ

プ
習

学
祉

福
る

 
り

く



－ 6－

 

休
憩

[
1
1
：

1
0
～

1
1
：

1
5
]
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生
活

機
能

向
上

支
援

事
業

 

～
4

年
間

の
成

果
と

課
題

～
 

    

 
 滋

賀
県

介
護

老
人

保
健

施
設

協
会

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

会
 

○
横

山
 

寛
和

 

住
み

慣
れ

た
街

で
の

普
通

の
暮

ら
し

を
支

え
、

活
き

活

き
と

し
た

時
間

を
過

ご
せ

る

場
所

を
目

指
し

て
 

～
『
し

ゃ
べ

り
場

ま
つ

も
と

』
の

効
用

～
 

 

と

 社
会

福
祉

法
人

幸
寿

会
 

 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

ま
つ

も

○
佐

藤
 

太
亮

 

車
の

運
転

が
し

た
い

！
 

 

～
脳

性
麻

痺
の

方
の

免
許

所
得

を
目

指
し

て
～

 

    社
会

福
祉

法
ー

ロ
グ

人
 

滋
賀

県
立

む
れ

や
ま

荘
 

○
池

本
 

雅
尚

 

 

     

 
社

会
福

祉
法

人
ゆ

た
か

会
 

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
さ

わ
の

風

○
川

越
 

健
太

郎
 

『
ふ

る
さ

と
生

活
サ

ポ
ー

ト
応

援
隊

』
の

取
り

組
み

と
協

働

に
つ

い
て

～
課

題
を

か
か

え

る
家

庭
や

子
ど

も
た

ち
へ

の

支
援

を
と

お
し

て
～

 

 

 

社
会

福
祉

法
人

栗
東

市
社

会
福

祉
協

議
会

○
山

中
 

忍
恵

 

○
本

間
 

由
樹

 

ひ
き

こ
も

り
が

ち
な

人
の

支

援
を

通
じ

て
生

ま
れ

た
、

地

域
住

民
と

の
新

し
い

出
会

い
 

  

 

社
会

福
祉

法
人

さ
わ

ら
び

福
祉

会

甲
賀

・
湖

南
ひ

き
こ

も
り

支

援
『
奏

‐
か

な
で

‐
』
 

○
北

出
 

篤
嗣

 

第
５

発
表

11
：
40

 

一
般

社
団

法
人

ヘ
ル

ス
ケ

ア
甲

賀 

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
そ

ま
の

音
 

○
田

中
 

収
人

 

○
林

 
繁

久
 

在
宅

サ
ー

ビ
ス

で
の

生
活

リ

ハ
ビ

リ
に

つ
い

て
～

利
用

者

A
の

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

利
用

開

始
か

ら
の

流
れ

と
変

化
～

 

  社
会

福
祉

法
人

 
幸

寿
会

 

カ
ー

サ
月

の
輪

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

 

○
広

瀬
 

和
実

 

○
小

林
 

真
由

香
 

障
害

者
支

援
施

設
に

お
け

る
看

取
り

と
医

療
連

携
の

あ

り
方

を
考

え
る

 

     社
会

福
祉

法
人

近
江

ふ
る

さ
と

会
 

障
害

者
支

援
施

設
ふ

る
さ

と
 

○
中

村
 

元
 

 

     社
会

福
祉

法
人

 
慈

恵
会

 

ゆ
い

の
里

 

○
細

川
 

由
香

子
 

子
ど

も
食

堂
（
夢

の
学

習
料

理
教

室
）

の
身

近
な

地
域

課
題

 

～
欠

食
児

（
保

護
者

）
、

伝

統
・
郷

土
料

理
、

食
育

の
推

進
～

 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
地

域
で

 

創
る

土
曜

日
「 夢

の
学

習
」  

○
黒

川
 

い
づ

み
 

○
辻

久
 

め
ぐ

み
 

○
中

島
 

意
知

子
 

滋
賀

県
内

に
お

け
る

ひ
き

こ
も

り
 

支
援

の
現

状
と

課
題

～
民

生
 

委
員

・児
童

委
員

を
対

象
と

し
た

 

ひ
き

こ
も

り
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
 

ト調
査

の
結

果
と

考
察

～
 

  滋
賀

の
縁

創
造

実
践

セ
ン

タ
ー

 

社
会

福
祉

法
人

滋
賀

県
社

会
福

祉
協

議
会

 

○
川

端
 

豊
 

○
三

宅
 

訓
平
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在
宅

介
護

に
お

け
る

訪
問

入
浴

の
役

割
 

～ え
て

き
た

利
用

者
、

家
族

そ

し
て

職
員

の
思

い
～

 

 

 甲
賀

市
社

会
福

祉
協

議
会

湯
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

 

○
徳

地
 

雅
征

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

社
会

福
祉

法
人

近
江

ち
い

ろ
ば

会

ゆ
め

と
ま

の
家

お
し

ど
り
 

○
山

口
 

弘
美

 

知
的

障
が

い
を

も
つ

認
知

症

高
齢

者
へ

の
環

境
か

ら
の

ア

プ
ロ

ー
チ

 

   

 

株
式

会
社

メ
デ

ィ
カ

ル
甲

賀

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
そ

ま
が

わ
 

○
新

屋
 

ゆ
り
 

    
 

 

 社
会

福
祉

法
人

ゆ
た

か
会

 

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
清

風
荘

○
林

 
辰

弥
 

環
境

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

 
 

－
「

居
場

所
」

の
要

件
－

 

   特
定

非
営

利
活

動
法

人
あ

め
ん

ど
 

○
小

川
 

裕
司

 

 

見
て

し
通

を
り

取
看

宅
在

時
害

災
る

け
お

に
市

島
高

構
制

体
の

援
支

者
慮

配
要

難
避

別
個

～
て

け
向

に
築

所
難

避
祉

福
、

P
C

B
、

画
計 ～

向
性

産
生

で
用

活
の

T
CI

る
図

を
上

所
退

入
の

ィ
テ

ス
ト

ー
ョ

シ
し

入
導

を
リ

プ
ア

に
ク

ッ
ェ

チ
果

効
た

法
療

芸
園

と
リ

ビ
ハ

リ
活

生
り

取
を

点
視

の
練

訓
能

機
に

果
効

た
れ

入

高
れ

入
け

受
を

生
習

実
能

技
導

指
た

じ
通

を
T

J
O

～
て

の 善
改

務
業

と
上

向
ル

キ
ス ～

護
介

宅
居

型
能

機
多

模
規

小
護

看
ス

レ
ム

ー
シ

の
例

事
難

困
る

け
お

に
例

事
の

ん
さ

B・
A

～
究

研
の

ア
ケ

め
高

を
質

の
ア

ケ
ス

レ
ム

ー
シ

ら
か

     
～

る
す

に
か

ら
明

を
因

要
る
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